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風水害に備えましょう

気象情報や避難情報に注意しましょう！

- 特集 - 災害に備えて- 特集 - 災害に備えて

どこへ避難する？状況に合わせて安全な避難を！

立ち退き避難

大雨時に開設する避難所は拠点避難所です！ 拠点避難所

屋内安全確保

これから梅雨や台風などにより、大雨が降
りやすいシーズンを迎えます。正確な情報
の把握と早急な避難行動の開始が何より
重要です。

気象庁や町などが発信する情報を正しく
理解して、早めの避難を心がけましょう。
避難情報や気象情報の意味を直感的に
理解できるよう、５段階の警戒レベルに分
類しています。
警戒レベル４までに必ず避難を終えておく
ことが重要です。ご自身が避難を開始する
時期をあらかじめ決めておきましょう。

避難とは、「難」を「避ける」こと。町が指定した避難所へ行くことだけが避難ではありません。安全な親戚・知人
宅や、ホテル・旅館への避難もあります。条件を満たせば、ご自宅で2階へ避難するなど屋内での安全確保も
可能です。また、ご自宅が浸水区域に入っていないなど安全を確保できる場合は、その場に留まることも有効
です。

ハザードマップを確認し、次の
「３つの条件」を満たす場合は
自宅に留まることも有効です。
①氾濫流、河岸侵食による家
屋倒壊などの想定区域に
入っていない。
②想定される浸水深よりも高
い場所にいる。
③水が引くまで我慢でき、１週
間以上分の水や食料の備
蓄も十分にある。

町では、台風等の大雨により被害が発生する恐

れがある場合などに、「高齢者等避難（警戒レベ

ル３）」「避難指示（警戒レベル４）」を発令します

が、各地区において、右記の施設を拠点避難所

として優先して開設します。

地　区

朝　来

生　馬

岩　田

岡

市ノ瀬

市ノ瀬・下鮎川

全　域

全　域

施設名称

朝来コミュニティセンター

生馬公民館

岩田公民館

上富田町構造改善センター

上富田町農村環境改善センター

デイサービスセンターくちくまの

上富田文化会館

上富田町保健センター

※土砂災害の危険がある区域では立ち退き避難が原則です。

（町が発令）
※必ず発令される情報
ではありません。

災害が発生

速やかに避難先へ避難

避難に時間を要する人
（高齢者等）は避難

避難行動を確認

命を守るた
めの最善の行動

（町が発令）

（町が発令）

（気象庁が発表）

（気象庁が発表）
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❶
家
具
転
倒
防
止
固
定
器
具
取

付
事
業

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯
で
す
。

◎
65
歳
以
上
の
高
齢
者
一
人
世

帯
ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る

世
帯

◎
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
か
ら
３
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
）
一
人
世
帯

ま
た
は
障
が
い
者
の
み
で
構

成
さ
れ
て
い
る
世
帯

※
た
だ
し
、
長
期
入
院
・
施
設

入
所
等
の
方
は
除
き
ま
す
。

内 

取
付
作
業
は
、
無
償
で
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
器
具
を
取

り
付
け
る
こ
と
が
可
能
な
家
具

は
、
タ
ン
ス
、
本
棚
、
食
器
棚
で
、

合
計
３
台
以
内
で
す
。

　
な
お
、
助
成
は
一
世
帯
に
つ

き
一
回
限
り
で
す
。（
過
去
に

家
具
転
倒
防
止
固
定
器
具
取
付

事
業
の
決
定
を
受
け
た
世
帯
は

対
象
外
で
す
。）

❷
家
具
転
倒
防
止
対
策
補
助
金

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

世
帯
で
す
。

◎
地
震
災
害
に
備
え
た
家
具
転

倒
防
止
対
策
と
し
て
家
具
転

倒
防
止
器
具
を
購
入
し
、
自

ら
居
住
す
る
住
宅
内
に
お
い

て
取
付
を
行
う
世
帯
。

◎
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

員
が
い
な
い
こ
と
。

内 

た
ん
す
、
食
器
棚
、
本
棚
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
床
置
き

型
の
家
具
お
よ
び
冷
蔵
庫
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
地
震
災
害
時
に
転

倒
す
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
を
固

定
す
る
器
具
の
購
入
費
用
。

　
窓
ガ
ラ
ス
お
よ
び
食
器
棚
、

本
棚
等
に
付
随
す
る
ガ
ラ
ス
な

ど
で
、
地
震
災
害
時
に
飛
散
す

る
恐
れ
の
あ
る
も
の
を
保
護
す

る
シ
ー
ト
等
の
購
入
費
用
。

補
助
額 

家
具
転
倒
防
止
器
具
の

購
入
に
要
す
る
経
費
で
、
五
千

円
を
上
限
と
し
ま
す
。（
補
助

金
の
額
に
千
円
未
満
端
数
が
生

じ
た
と
き
は
、
端
数
を
切
り
捨

て
ま
す
。）

　
な
お
、
補
助
金
の
交
付
は
一

世
帯
に
つ
き
一
回
限
り
で
す
。

（
過
去
に
家
具
転
倒
防
止
対
策

補
助
金
事
業
の
決
定
を
受
け
た

世
帯
は
対
象
外
で
す
。）

❸
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
購
入
費

補
助
金

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
簡
易
タ

イ
プ
）
と
は
、
地
震
に
伴
う
電

気
機
器
か
ら
の
出
火
や
、
停
電

が
復
旧
し
た
際
に
発
生
す
る
通

電
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、
地

震
の
揺
れ
を
感
知
し
て
お
も
り

玉
が
落
下
し
た
り
、
バ
ネ
が
作

用
し
て
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
ス

イ
ッ
チ
を
自
動
的
に
落
と
す
も

の
で
す
。

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

世
帯
で
す
。

◎
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
（
簡
易

タ
イ
プ
）
を
購
入
し
自
ら
居

住
す
る
住
宅
内
に
取
付
を
行

う
世
帯
。

◎
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

員
が
い
な
い
こ
と
。

内 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
簡
易
タ

イ
プ
）
の
購
入
費
用
。
　
対
象

製
品
は
一
般
財
団
法
人
・
日
本

消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
が
消

防
防
災
製
品
等
推
奨
品
と
し
て

推
奨
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等

(

簡
易
タ
イ
プ)

補
助
額 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等

（
簡
易
タ
イ
プ
）
の
購
入
に
要

す
る
経
費
の
１
／
２
で
二
千
円

を
上
限
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
の
交
付
は
一

棟
に
つ
き
一
回
限
り
で
す
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
行
政
機
関
だ
け
で

災
害
に
対
応
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
す
。

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
に
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
上
富
田
町
内
の
現
在
の
自
主

防
災
組
織
の
結
成
状
況
は
、
全

町
内
会
の
う
ち
半
数
程
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
の
も
と
、
未
結
成

の
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自

主
防
災
組
織
を
、
結
成
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
町
で
は
、
自
主
防
災
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
、
自
主
防
災

組
織
の
防
災
用
資
機
材
の
整
備

に
対
す
る
補
助
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
補
助
金
額
は
、

（
５
万
円
＋
（
自
主
防
災
組
織

に
属
す
る
世
帯
数
×
千
円
））

×
４
／
５
以
内
の
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
の
交
付
は
一

組
織
に
つ
き
一
回
限
り
で
す
。

　　
く
わ
し
く
は
、
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課

庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
　
４
７
‐
０
５
５
０

　
上
富
田
町
で
は
、
地
震
対
策
の
一
環
と
し
て
、
人
的
被
害
の
軽
減
を

図
る
目
的
か
ら
、
家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業
お
よ
び
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

等
購
入
費
補
助
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
て

　
地
震
対
策
　
行
っ
て
い
ま
す
か
？

災
害
に
備
え
て

自
主
防
災
組
織
の

結
成
を
！
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ひ
と
り
親
世
帯

　
　
生
活
支
援
特
別
給
付
金

支
給
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
、
お
よ
び
新
た
に
令
和

5
年
4
月
分
か
ら
支
給
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
方

② 

公
的
年
金
給
付
等
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
等
）
を
受
給

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令

和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
方
（
児
童
扶
養
手
当
に
係

る
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回

る
方
に
限
る
） 

③ 

食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る

な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手

当
支
給
の
対
象
と
な
る
水
準

に
下
が
っ
た
方

支
給
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

受
給
手
当

　
支
給
対
象
①
に
該
当
す
る
方

に
は
、
５
月
末
頃
に
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
て
い
る
口
座
に

給
付
金
を
お
振
り
込
み
し
て
い

ま
す
。

支
給
対
象
②
③
に
該
当
す
る
方

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限

　
令
和
６
年
２
月
29
日
㊍

住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　
生
活
支
援
特
別
給
付
金

支
給
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

令
和
４
年
度
「
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
そ
の
他
世
帯
分
）」
を
受
給

し
た
方

② 

令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６

年
３
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の

月
の
分
の
児
童
手
当
ま
た
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

認
定
を
受
け
た
方
（
令
和
５

年
４
月
以
降
出
生
の
新
生
児

を
含
む
）
で
、
令
和
５
年
度

分
の
住
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
の
方

③ 

①
②
の
ほ
か
、
食
費
等
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家

計
が
急
変
し
、
収
入
が
住
民

税
非
課
税
相
当
と
な
る
水
準

に
下
が
っ
た
方

支
給
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

受
給
手
当

　
原
則
、
申
請
不
要
で
す
。
児
童

手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

た
だ
し
、
職
場
か
ら
児
童
手
当
を

支
給
さ
れ
て
い
る
公
務
員
の
方

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
支
給
対
象
②
③
に
該

当
す
る
方
等
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。

申
請
期
限

　
令
和
６
年
２
月
29
日
㊍

留
意
事
項

　
す
で
に
ひ
と
り
親
世
帯
分
の

給
付
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
児
童
分
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

問 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　
多
子
世
帯
の
０
歳
児
を
対
象

と
し
た
在
宅
育
児
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
乳
児

○
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ

　
と

○
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
乳
児
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

・
同
一
世
帯
内
の
第
３
子
以
降

（
所
得
制
限
な
し
）

・
町
民
税
所
得
割
合
算
額
が

　
７
７
，
１
０
１
円
未
満
で

　
あ
る
同
一
世
帯
内
の
第
２
子

支
給
額

　
生
後
２
か
月
を
超
え
た
翌
月

か
ら
１
歳
に
な
っ
た
月
ま
で
の

期
間
を
対
象
に
、
乳
児
１
人
あ

た
り
月
額
１
５
，０
０
０
円
（
最

大
10
ヶ
月
で
15
万
円
）

支
給
要
件

 

・
職
場
復
帰
を
前
提
と
し
た
育

児
休
業
給
付
金
を
受
給
し
て

い
な
い
こ
と

 

・
対
象
乳
児
を
保
育
所
等
へ
入

所
さ
せ
て
い
な
い
こ
と

そ
の
他

　
こ
の
給
付
金
は
「
雑
所
得
」

と
し
て
課
税
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
支
給
を
受
け
た
翌
年
に

確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問 

福
祉
課
（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

和
歌
山
県

 

在
宅
育
児
支
援
事
業

― 

ご
案
内 

―

　
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
ひ
と

り
親
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
次
の
支
給
対
象
者
に
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

― 

ご
案
内 

―
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町
立
な
の
は
な
保
育
所
の

民
営
化
こ
ど
も
園

運
営
法
人
の

候
補
者
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

わ
か
ち
あ
い
の
会
和
歌
山

「
う
め
の
花
」
紀
南
交
流
会

―
開
催
ご
案
内
―

■
下
鮎
川
地
区
連
絡
協
議
会

上
　
　
地
　
山
本
　
富
続
　
30
戸

旭
　
　
　
　
阪
本
　
一
夫
　
16
戸

中
　
　
央
　
谷
口
　
　
弘
　
14
戸

大

神

宮
　
田
上
　
順
一
　
15
戸

加
茂
団
地
　
三
栖
　
路
子
　
25
戸

■
市
ノ
瀬
地
区
連
絡
協
議
会

畑
　
　
山
　
田
上
　
彰
大
　
28
戸

下

ノ

岡
　
𠮷
田
　
隆
宏
　
105
戸

中

ノ

岡
　
堀
　
　
敏
弥
　
67
戸

宮

ノ

尾
　
宮
本
　
正
明
　
48
戸

両

平

野
　
田
中
　
則
幸
　
38
戸

小
　
　
山
　
藤
井
　
正
和
　
42
戸

汗
　
　
川
　
田
中
　
利
典
　
57
戸

後
　
　
代
　
池
口
　
公
二
　
77
戸

根

皆

田
　
松
井
　
孝
恵
　

111
戸

■
岩
田
地
区
連
絡
協
議
会

立
　
　
平
　
小
川
　
雅
広
　
64
戸

三

宝

寺
　
森
　
　
敏
純
　
41
戸

下

田

熊
　
稗
田
　
敬
一
　
34
戸

上

田

熊
　
吉
田
　
誠
志
　
41
戸

大

坊

一
　
畠
中
　
広
明
　
35
戸

大

坊

二
　
向
井
　
義
之
　
61
戸

大

坊

三
　
坂
口
　
岳
寛
　
48
戸

尾
　
　
崎
　
谷
口
　
幸
男
　
47
戸

上
岩
田
一
　
山
置
　
義
幸
　
33
戸

上
岩
田
二
　
前
　
　
秀
生
　
36
戸

上
岩
田
三
　
米
田
　
雅
行
　
28
戸

■
岡
地
区
連
絡
協
議
会

深
　
　
見
　
平
井
　
久
也
　
33
戸

ひ
ば
り
ヶ
丘
　
中
峯
　
　
宏
　
32
戸

元

ノ

尾
　
吉
田
　
喜
弘
　
39
戸

射
矢
ノ
谷
　
樫
山
　
福
夫
　
59
戸

　
上
富
田
町
で
は
、
町
立
な
の

は
な
保
育
所
を
民
営
の
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
す
る
た
め
、
様
々

な
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
移
行

に
向
け
、
運
営
法
人
を
公
募
し
、

「
上
富
田
町
公
私
連
携
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
設
置
お
よ

び
運
営
法
人
選
定
委
員
会
」
に

お
い
て
審
査
・
選
考
を
実
施
し

た
結
果
、
次
の
法
人
が
候
補
者

　
大
切
な
人
を
自
死
で
喪
う
辛

さ
は
言
葉
で
は
言
い
あ
ら
わ
せ

ま
せ
ん
。

　
残
さ
れ
た
人
は
悲
し
み
や
自

責
感
、
絶
望
感
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
に
心
が
揺
れ
動
き
、

苦
し
い
思
い
を
ひ
と
り
で
抱
え

込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
こ
う
し
た
悲
し
み
や
辛
さ
を

安
心
し
て
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
る
会
が
、
紀
南
会
場
で
開
催

と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

〇
社
会
福
祉
法
人
　
熊
野
会

　
上
富
田
町
生
馬
５
１
９
番
地
の
６

　
今
後
は
、
当
該
法
人
と
町
が

連
携
し
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

の
円
滑
な
移
行
に
向
け
て
、
保

護
者
等
と
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ご
質
問
や
ご
意
見
、
お
気
付

き
の
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

さ
れ
ま
す
。

　
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
　

時 

７
月
１
日
㊏

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

西
牟
婁
総
合
庁
舎

　
４
階
大
会
議
室

対 

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
方
（
家
族
・
友
人
な
ど
）

費 

２
０
０
円
（
お
茶
や
お
菓
子

代
と
し
て
）

申 

不
要
で
す

問 

和
歌
山
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
日
９
時
～
17
時
45
分

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
１
９
４

中
　
　
島
　
小
串
　
慎
一
　
59
戸

県
営
岡
団
地
　
谷
　
　
真
里
　
28
戸

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
岡

　
塩
﨑
　
祐
斗
　
26
戸

中
島
住
宅
　
山
本
　
　
進
　
16
戸

小
　
　
郷
　
切
畑
　
仁
志
　
23
戸

奥
　
　
草
　
谷
口
　
哲
嗣
　
17
戸

葛
　
　
原
　
前
田
　
明
穂
　
17
戸

岡
　
　
川
　
坂
本
　
成
司
　

8
戸

■
生
馬
地
区
連
絡
協
議
会

本
　
　
郷
　
家
高
　
英
宏
　
91
戸

山
　
　
王
　
栗
栖
　
勝
敏
　

8
戸

生

馬

口
　
山
際
　
郁
広
　
41
戸

稗
　
　
田
　
田
中
　
和
男
　
35
戸

鳥
　
　
渕
　
出
水
　
精
一
　
25
戸

大
　
　
宮
　
辻
　
　
好
由
　

9
戸

生

馬

橋
　
土
屋
　
広
恵
　
15
戸

中
　
　
根
　
植
本
　
　
亮
　
91
戸

救

馬

谷
　
北
條
　
哲
生
　
49
戸

■
朝
来
地
区
連
絡
協
議
会

野
　
　
田
　
宮
本
　
勝
巳
　
27
戸

不
　
　
動
　
鈴
木
　
善
平
　
12
戸

日
　
　
産
　
鈴
木
　
安
吉
　

8
戸

岩
　
　
崎
　
福
田
み
ゆ
き
　
12
戸

大

内

谷
　
中
井
　
　
準
　
28
戸

愛
　
　
和
　
寺
前
　
守
朗
　
32
戸

平
　
　
和
　
谷
端
　
　
清
　
28
戸

梅
　
　
田
　
東
　
　
敬
子
　
23
戸

学
園
団
地
　
新
野
　
晶
子
　
23
戸

睦
　
　
　
　
平
見
　
信
次
　

3
戸

駅

前

北
　
大
谷
　
幸
作
　
22
戸

駅

前

南
　
鈴
木
　
弘
貴
　
27
戸

東
　
　
　
　
楠
本
　
安
子
　

8
戸

西
　
　
山
　
長
野
　
文
昭
　
26
戸

中
　
　
央
　
山
本
　
晴
大
　
29
戸

中
　
　
心
　
楠
本
　
康
人
　
26
戸

下

内

代
　
新
谷
　
公
基
　
34
戸

旭
　
　
　
　
堀
　
　
浩
弥
　
34
戸

金
　
　
屋
　
和
田
　
明
彦
　
54
戸

馬
　
　
川
　
谷
口
　
孝
夫
　
27
戸

六
　
　
部
　
堀
　
　
将
哉
　
47
戸

六
　
　
中
　
福
田
　
富
茂
　
40
戸

六
　
　
前
　
井
谷
　
明
弘
　
45
戸

緑

ヶ

丘
　
西
田
　
武
男
　
40
戸

観

音

台
　
大
西
　
秀
明
　
90
戸

丹
田
台
団
地
　
舟
久
保
順
子
　
60
戸

第
２
丹
田
台
団
地

　
東
口
　
菜
月
　
30
戸

第
２
丹
田
台
　
樫
木
　
正
和
　
54
戸

峠
　
　
　
　
谷
口
　
英
大
　
99
戸

鳶
　
　
野
　
森
　
　
吉
孝
　
118
戸

丹

田

台
　
林
　
　
修
志
　
272
戸

南
紀
の
台
　
木
村
　
政
子
　

376
戸

ひ

か

り
　
清
水
　
泰
年
　
10
戸

新
　
　
川
　
嶋
田
　
正
好
　
40
戸

ひ
だ
ま
り
　
博
多
　
厚
司
　
19
戸

パ
ブ
リ
ッ
ク
　
冨
田
　
幸
志
　
214
戸

■
大
谷
地
区
連
絡
協
議
会

は
ま
ゆ
う
　
栗
田
　
勝
敏
　
62
戸

日

ノ

出
　
栗
田
　
広
和
　
19
戸

水
　
　
穂
　
前
田
　
成
治
　
25
戸

馬

ノ

谷
　
川
口
　
友
則
　
27
戸

共
　
　
栄
　
中
嵜
　
浩
孝
　
18
戸

樫

ノ

木
　
道
浦
　
　
学
　
34
戸

飛

曽

川
　
岩
本
　
秀
則
　
17
戸

飛
曽
川
団
地
Ａ
棟

　
萬
歳
　
章
廣
　
24
戸

飛
曽
川
団
地
Ｂ
棟

　
岩
本
小
百
合
　
18
戸

飛
曽
川
団
地
Ｃ
棟

　
硲
　
　
秀
孝
　
18
戸

日

ノ

丸
　
尾
﨑
　
　
力
　
19
戸

交
　
　
和
　
清
水
　
幸
春
　

8
戸

栄
　
　
　
　
新
田
　
高
將
　
20
戸

畑
　
　
　
　
森
岡
　
朝
夫
　
32
戸

あ
ら
ぼ
り
　
本
部
　
　
愛
　
60
戸

水
穂
団
地
　
栗
田
　
八
郎
　
26
戸

令
和
５
年
度

町
内
会
長
の
ご
紹
介

（
５
月
１
日
現
在
）
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行事名    月　日（曜） 場　　所 対　　象

4 か月健診
６ 月 21日㊌

上富田町
保健センター

令和 5 年 2 月生まれの方

10 か月健診 令和 4 年 7月生まれの方

4 か月健診
7月12 日㊌

令和 5 年 ３ 月生まれの方

10 か月健診 令和 4 年 8 月生まれの方

育児相談 (2 か月 )
7月1３ 日㊍

令和 5 年 5 月生まれの方

育児相談 (1 歳 ) 令和 4 年 ６ 月生まれの方

　
特
定
健
診
と
は
、
身
体
測
定
、

血
圧
測
定
、
血
液
・
尿
検
査
、

心
電
図
、
医
師
の
診
察
を
受
け
、

生
活
習
慣
病
の
前
触
れ
で
あ
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
発
見
し
、
生
活
習
慣
改
善
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
覚
症
状

の
な
い
健
康
な
方
に
こ
そ
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
健
診
で
す
。

　
お
近
く
の
病
院
で
受
診
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
年
に

１
度
は
特
定
健
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

付 

上
富
田
町
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
、
40
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方

費 

無
料

〆 

令
和
６
年
１
月
末
日
ま
で

　令和5年6月16日～令和5年7月15日

生活習慣病は
自覚症状なく
静かに進行します。
健康な方ほど、
健診で早期発見を！

特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

　職場で受けられた健診結果の提供にご協力ください。結果を提供していただいた結果に基づ

き、保健指導の対象になった方には、健康教室やジムでのトレーニングのご案内をいたします。ま

た、保健師・管理栄養士から生活習慣改善のアドバイスを受けることも出来ます。

結果を提出していただいた方全員にティッシュ５箱をお渡しします。

下記の①～③すべてに該当する方

①上富田町国民健康保険に加入中

②４０～７４歳

※令和６年３月３１日時点の年齢

③令和５年度に特定健診や上富田町国保人間ドック

　を受けていない

～上富田町国民健康保険加入者対象～
職場等で健診を受けた方、健診結果の提供にご協力ください

●対象

令和５年４月１日～令和６年１月３１日に

受診した結果

※下記の□の項目が記載されているか確認をお願い

　致します。

□身長、体重、腹囲　□血圧　□尿検査（蛋白、糖）

□血液検査

　肝機能検査…AST(GOT)、ALT(GPT)、γ-GT（γ-GTP）

　血中脂質検査…中性脂肪、HDL-コレステロール、

LDL-コレステロール

血糖検査…空腹時血糖またはHbA1c

□受診日、実施医療機関名、医師名

★　□の検査項目に足りない箇所がある場合、保健

センターで測定できるものもありますのでお問合せ

ください。

●提供していただくもの

上富田町保健センター

（健診結果をコピーさせていただき、原本はお返し

します）

※提供していただくときに既往歴、現病歴、服薬と

喫煙習慣の有無などを質問させていただきます。

ご協力よろしくお願い致します。

●提供先

ティッシュ5箱

プレゼント！

保健センター　☎０７３９‐４７‐５３００問
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
青

春
塾
）
を
地
区
で
自
主
的
に
行

い
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
が
、
現
在
町
内
７
か
所

（
南
紀
の
台
町
内
会
館
、
朝
来
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
峠
・

大
内
谷
会
館
、
生
馬
公
民
館
、

岩
田
公
民
館
、
市
ノ
瀬
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
岡
高
齢
者

憩
の
家
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
踏

み
台
を
使
用
し
た
昇
降
運
動
や

椅
子
を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど

を
行
い
ま
す
。
有
酸
素
運
動
＋

筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
で
両

方
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
で
、

よ
り
効
果
が
得
ら
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。「
私
に
で
き
る
内

容
？
」
と
不
安
に
感
じ
た
り
、

ま
た
、
参
加
に
あ
と
一
歩
踏
み

出
せ
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護
を
必

要
と
し
な
い
た
め
に
開
発
さ
れ

た
運
動
で
す
の
で
、
体
力
に
合

わ
せ
て
回
数
を
減
ら
し
た
り
、

椅
子
に
座
っ
て
休
憩
も
し
な
が

ら
各
自
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
毎
週
１
回
み
ん
な
で

運
動
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
秋
頃
に
は
、
シ
ニ
ア

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
10
回
シ
リ
ー

ズ
の
く
わ
し
い
解
説
付
き
で
学

べ
る
教
室
を
開
催
予
定
で
す
。

ご
案
内
は
、
広
報
で
致
し
ま
す
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

６
月
15
日
㊍

　
　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　
６
月
４
日
～
10
日
は
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」
で
す
。

　
こ
れ
は
、
歯
と
口
の
健
康
に

関
す
る
知
識
を
普
及
・
啓
発
す
る

と
と
も
に
、
歯
科
疾
患
の
予
防

に
関
す
る
習
慣
の
定
着
を
図
り
、

合
わ
せ
て
そ
の
早
期
発
見
及
び

早
期
治
療
な
ど
を
徹
底
す
る
こ

と
に
よ
り
、
歯
の
健
康
寿
命
を

延
ば
し
、
健
康
を
保
持
増
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
歯
周
疾
患
検
診
の
対
象
か
も

　
上
富
田
町
で
は
歯
周
疾
患
検

診
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
少
と
な
る
方
は
無
料
で
検
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
歯
医
者
さ
ん
に
し
ば
ら
く

行
っ
て
い
な
い
な
、
と
い
う
方

も
こ
の
機
会
に
、
自
身
の
歯
と

口
の
健
康
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

費 

自
己
負
担
額

：

無
料

持 

・
歯
周
疾
患
検
診
「
受
診
券
」

　 

・
健
康
保
険
証

対 

令
和
５
年
度
に
40
歳
・
50
歳
・

60
歳
・
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
る
方

手に入れよう　
　　長生きチケット 歯みがきで

（歯と口の健康週間　令和 5年度標語）

◆町内の実施医療機関 ◆対象となる生年月日

※対象の方には、２月頃に「集団健診の申込み案内」と

一緒に受診券を同封しています。お手元に受診券がな

い場合は、保健センターまでご連絡ください。

令
和
５
年
度

「歯
と
口
の
健
康
週
間
」

愛須デンタルクリニック 朝来 798-3 ４７－３１０３

大江歯科 朝来 1364-8 ４７－４５３０

武田歯科診療所 岩田 1648 ４７－２００７

中井歯科医院 朝来 1104 ４７－１４４４

ヒルデンタルクリニック 朝来 2585 ８３－２５１８

南歯科医院 朝来 137-5 ４７－３３４３

和田歯科医院 朝来 1348-1 ４７－００２８

４０歳 昭和５８年４月１日～昭和５９年３月３１日

５０歳 昭和４８年４月１日～昭和４９年３月３１日

６０歳 昭和３８年４月１日～昭和３９年３月３１日

７０歳 昭和２８年４月１日～昭和２９年３月３１日

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
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人
権
相
談
窓
口

-

ご
案
内 -

　
和
歌
山
県
で
は
、
人
権
に
関

す
る
様
々
な
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

【
面
談
及
び
電
話
相
談
】

　
月
～
金
曜
　
９
時
～
16
時

【
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

☎
０
７
３
‐
４
２
１
‐
７
８
３
０

【
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
】

奇
数
月

：

第
２
土
曜
、
第
４
木
曜

偶
数
月

：

第
２
・
第
４
木
曜

13
時
～
16
時

※
要
予
約

和
歌
山
地
方
法
務
局

【
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

和
歌
山
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
“
り
ぃ
ぶ
る
”

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
２
４
６

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

☎
３
３
‐
７
０
９
２

　上富田町では、町民の皆様に町財政の現況と実態をお知らせし、主要な施策についてご理解をいただく

ために、財政事情を毎年２回公表しています。

　今回の公表の内容は以下のとおりです。

　　①　令和４年度一般会計の収入及び支出の状況      

　　②　令和４年度及び令和５年度の一般会計の款別予算額の状況      

　　③　令和４年度及び令和５年度の特別会計の款別予算額の状況      

　　④　一時借入金の現在高の状況      

　　⑤　投資的事業の状況      

　　⑥　町民の税負担の状況      

　　⑦　地方債の現在高の見込額の状況      

　　⑧　財産の現在高の状況      

　上記の中から抜粋し、紙面には令和４年度会計別予算執行状況を掲載します。

　なお、財政事情の詳細な内容につきましては、各掲示板に告示していますのでご覧ください。 

　［告示場所：上富田町役場、生馬・岩田・市ノ瀬の各出張所の掲示板］

令和４年度 会計別予算執行状況

会　　計　　名

一 般

国 民 健 康 保 険 事 業

宅 地 造 成 事 業

奨 学 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業

朝 来 財 産 区

計

令和５年３月３１日現在
（単位：千円）

*予算額には、繰越額を含む。

予　算　額

7,971,073

1,992,011

102,988

4,951

226,177

224,203

1,678,791

360,240

743,380

11,155

13,314,969

収入済額

7,216,256

1,754,345

12,179

4,256

217,048

215,659

1,387,362

204,579

570,068

10,100

11,591,852

支出済額

6,287,302

1,939,191

101,197

4,946

196,108

201,156

1,495,335

353,000

682,662

8,396

11,269,293

上富田町の財政事情
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令
和
５
年
度
の
生
涯
学
習
関

係
の
委
員
、
役
員
の
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
・

敬
称
略
）

■
社
会
教
育
委
員

　
阿
波
　
正
子

　
幾
島
　
浩
恵

　
石
垣
　
敦
也

　
小
川
　
裕
史

　
鈴
木
　
善
平

　
田
中
　
知
恵

　
北
條
　
哲
生

　
山
本
　
　
賢

■
文
化
財
審
議
委
員
　
　
　 

　

　
岩
橋
　
幸
大

　
裏
地
　
好
晴

　
木
村
　
勝
彦

　
平
田
　
　
博

　
美
濃
　
　
明

　
宮
本
　
　
勲

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
　
　 

　
秋
月
桂
代
子

　
池
田
か
お
る
　

　
池
田
　
節
生

　
石
垣
　
敦
也

　
樫
木
　
研
二

　
田
中
　
大
三

　
玉
置
　
恭
也

　
中
西
　
美
穗

　
東
　
　
正
人

　
北
條
　
五
月

　
三
栖
　
靖
敏

　
山
本
　
和
広

■
父
母
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会
長
　
　
　
　
小
畑
昌
里
奈

副
会
長
　
　
　
小
山
　
貴
広

み
つ
わ
　
　
　
遠
山
　
　
都

Ａ
Ｒ
Ａ
　
　
　
小
山
　
貴
広

白
鳩
　
　
　
　
岡
本
　
達
也

上
村
　
　
　
　
栗
栖
　
和
宏

大
谷
　
　
　
　
森
岡
　
歩
行

丹
田
台
　
　
　
谷
本
　
大
将

生
馬
　
　
　
　
山
本
　
哲
也

上
岩
田
　
　
　
雑
賀
　
亜
紀

大
坊
な
か
よ
し
　
出
羽
　
正
典

立
平
・
三
宝
寺

　
　
シ
ン
ド
ラ
ー
　
さ
ゆ
り

田
熊
　
　
　
　
元
平
　
　
渚

岡
　
　
　
　
　
山
田
　
侑
輝

南
岸
　
　
　
　
礒
嵜
　
真
希

北
岸
　
　
　
　
小
畑
昌
里
奈

下
鮎
川
　
　
　
三
栖
　
美
弥

生
涯
学
習
推
進
の
中
核
で
あ
り

各
公
民
館
運
営
の
中
心
と
な
ら
れ

る
運
営
委
員
に
つ
き
ま
し
て
、
今

年
度
は
左
記
の
方
々
に
決
定
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順

不
同
・
敬
称
略
）

■
館
長
・
分
館
長

　
朝
来
公
民
館
長
　
山
崎
　
一
光

　
生
馬
公
民
館
長
　
上
羽
　
　
寛

　
岩
田
公
民
館
長
　
萩
原
　
　
進

　
市
ノ
瀬
公
民
館
長
　
関
　
貞
次
郎

　
芦
山
分
館
長
　 

上
羽
　
　
寛

　
岡
分
館
長
　
　
　
平
田
　
　
博

　
下
鮎
川
分
館
長
　
南
田
　
政
行

■
運
営
審
議
会
委
員

　
和
田
　
明
彦

　
大
江
　
久
也

　
木
村
　
勝
彦

　
片
山
つ
ゆ
子

　
小
森
　
　
潤

　
楠
本
　
隆
晃

　
田
上
　
順
一

　
田
中
　
利
典

■
朝
来
公
民
館（
運
営
委
員
）

丹
田
台
　
　
冨
田
理
江
子

六
部
　
　
　
沖
田
　
公
子

中
心
　
　
　
菅
根
　
　
清

鳶
野
　
　
　
植
田
　
淳
司

水
穂
　
　
　
田
中
　
明
美

日
産
　
　
　
高
垣
　
雅
弘

学
園
団
地
　
湯
川
　
昭
雄

南
紀
の
台
　
輪
島
　
久
子

愛
和
　
　
　
寺
前
　
初
枝

　
　

″
　
　
芦
口
　
正
史

　
　

″
　
　
橋
本
　
三
穂

駅
前
北
　
　
楠
本
　
秀
夫

旭
　
　
　
　
井
渓
　
港
斗

■
生
馬
公
民
館（
運
営
委
員
）

救
馬
谷
　
　
北
條
　
哲
生

本
郷
　
　
　
家
髙
　
英
宏

　
　

″
　
　
徳
永
　
清
美

　
　

″
　
　
西
　
　
佳
代

　
　

″
　
　
岡
内
　
咲
子

　
　

″
　
　
福
田
　
勝
也

　
　

″
　
　
山
本
　
哲
也

　
　

″
　
　
山
本
美
紀
子

生
馬
橋
　
　
岡
内
　
咲
子

　
　

″
　
　
萩
原
　
章
伸

山
王
　
　
　
栗
栖
　
勝
敏

生
馬
口
　
　
植
本
真
理
子

　
　

″
　
　
片
山
つ
ゆ
子

　
　

″
　
　
山
根
　
崇
広

　
　

″
　
　
吉
田
　
由
子

中
根
　
　
　
木
村
　
勝
彦

　
　

″
　
　
田
尻
　
歓
喜

　
　

″
　
　
田
中
　
大
三

　
　

″
　
　
山
﨑
美
智
子

　
　

″
　
　
吉
田
　
敏
史

稗
田
　
　
　
田
中
　
大
三

鳥
渕
　
　
　
出
水
　
精
一

生
馬
小
　
　
村
田
　
昌
隆

■
岩
田
公
民
館（
運
営
委
員
）

立
平
　
　
　
濵
本
　
俊
幸

三
宝
寺
　
　
山
本
　
知
孝

下
田
熊
　
　
濵
岸
　
良
和

上
田
熊
　
　
平
岩
　
　
晃

大
坊
１
　
　
樫
本
　
良
太

大
坊
２
　
　
市
川
　
喜
久

大
坊
３
　
　
嵯
峨
　
進
介

尾
崎
　
　
　
福
田
　
　
稔

上
岩
田
１
　
山
置
　
義
幸

上
岩
田
２
　
矢
間
　
政
斗

上
岩
田
３
　
米
田
美
惠
子

深
見
　
　
　
山
本
淳
一
郎

ひ
ば
り
ヶ
丘
　
中
峯
　
　
宏

元
ノ
尾
　
　
鈴
木
　
大
樹

射
矢
ノ
谷
　
岩
本
　
交
平

中
島
住
宅
　
中
井
　
純
代

小
郷
　
　
　
下
畑
　
智
則

奥
草
　
　
　
音
窪
　
克
彦

中
島
　
　
　
木
下
　
喬
敦

葛
原
　
　
　
中
道
　
雄
大

県
営
岡
団
地
　
鈴
木
　
　
健

ラ
フ
ォ
ー
レ
岡

　
新
家
　
浩
俊

岡
川
　
　
　
水
本
　
歳
万

大
坊
２
　
　
山
本
　
和
広

元
ノ
尾
　
　
石
垣
　
敦
也

尾
崎
　
　
　
谷
本
　
憲
司 

元
ノ
尾
　
　
松
場
　
充
志

■
市
ノ
瀬
公
民
館（
運
営
委
員
）

上
地
　
　
　
中
峯
　
英
経

　
　

″
　
　
中
尾
　
純
子

旭
　
　
　
　
寺
本
江
美
子

　
　

″
　
　
五
味
　
利
旭

中
央
　
　
　
小
西
　
英
之

大
神
宮
　
　
三
栖
　
将
史

加
茂
団
地
　
三
栖
　
昌
利

中
ノ
岡
　
　
木
村
　
忠
美

下
ノ
岡
　
　
樫
山
　
　
巧

　
　

″
　
　
𠮷
田
　
隆
宏

　
　

″
　
　
𠮷
田
　
千
尋

両
平
野
　
　
山
本
　
睦
照

　
　

″
　
　
田
ノ
瀬
充
弘

　
　

″
　
　
田
中
　
則
幸

小
山
　
　
　
中
戸
川
恵
子

汗
川
　
　
　
池
田
　
節
生

　
　

″
　
　
小
畑
昌
里
奈

後
代
　
　
　
中
田
　
博
昭

根
皆
田
　
　
三
栖
　
博
明

　
　

″
　
　
三
栖
由
美
子

　
　

″
　
　
松
井
　
孝
恵

　
　

″
　
　
前
田
　
拓
也

　
　
　
　
　
坂
尻
　
隆
一

令和５年度

公
民
館
役
員
・
運
営
委
員

の
ご
紹
介

令
和
５
年
度
社
会
教
育
関
係
諸
団
体

役
員
等
紹
介
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生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一

定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と

し
て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通

わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 　
生
馬
小
学
校☎

４
７
‐
０
１
２
６

　
朝
来
小
学
校☎

４
７
‐
０
０
４
０

　
岩
田
小
学
校☎

４
７
‐
２
１
２
０

　
岡
小
学
校☎

４
７
‐
２
０
２
７

　
市
ノ
瀬
小
学
校

☎
４
８
‐
０
３
３
４

　
上
富
田
中
学
校

☎
４
７
‐
０
０
５
３

　
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

就
学
援
助
の
ご
案
内

公民館からのお知らせ

岩田公民館朝来公民館

市ノ瀬公民館

文化財めぐり ～湯浅伝建地区と広川の防災遺産～ミニ四駆教室

女性の研修旅行　～海南市の歴史と文化～

ジオパークめぐり 参加者募集

6月24日㊏ 午前9時～11時30分

小学生以上の児童と保護者

（小学５年生以上の児童は保護者無しでの参加も可能）

ミニ四駆組み立て

※親子で１台のミニ四駆を作成していただきます。

ミニ四駆レース

1,500円（ミニ四駆キット代含む）※当日集金 

20組（申込多数の場合は抽選となります）

朝来・岩崎・南紀の台在住の方

6月5日㊊～6月10日㊏
町内の方

6月12日㊊～6月14日㊌
(㊍を除く午前９時～午後４時）

電話または直接朝来公民館にお申し込みください。

LINEでの申込みも受け付けております。下記QR

コードから朝来公民館LINEアカウントを友達

追加して申込をお願いします。

時

7月1日㊏ 午前8時40分～午後4時10分

紀州漆器伝統産業会館 うるわし館（蒔絵体験）・

琴の浦温山荘園・中野BC

2,000円（昼食、体験代等・当日集金）

18名（先着）

市ノ瀬・下鮎川在住の方

6月5日㊊～6月21日㊌
町内の方

6月12日㊊～6月21日㊌
下記へ電話でお申し込みください。

※蒔絵体験で使うお盆を事前に選ん

でいただきます。右のQRコードか

らアクセスして、お盆の形（丸盆も

しくは小判盆）、色、絵柄を選んで

申込時にお伝えください。アクセス

できない方は、申込時に担当にご

相談ください。

時

場

費

定

申

対

内

費

定

申

朝来公民館　☎　47-0545問

市ノ瀬公民館　☎　４８-０３６６問

7月15日㊏ 午前9時00分～午後4時30分頃

鳥毛洞窟（白浜町）、海金剛（串本町）、樫野崎

(串本町）

※鳥毛洞窟はガイドによる説明があります。

※潮岬で昼食、休憩をとりますので、希望者は

南紀熊野ジオパークセンターの見学（無料）

ができます。

岩田公民館

1，500円

弁当、飲み物、運動靴

16名（先着順）

岩田・岡在住の方

6月14日㊌～7月5日㊌
町内の方

6月21日㊌～7月5日㊌
※参加費を添えて岩田公民館へお申し込みく

ださい。

時

場

集

費

持

定

申

岩田公民館　☎　４７‐２０２０問

とりけ
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図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

街とその不確かな壁　

汝、星のごとく　　　

くもをさがす　　　　

魔女と過ごした七日間

君のクイズ　　　　　

マンガ　ぼけ日和　　

変な絵　　　　　　　

成熟スイッチ　　　　

８０歳の壁　　　　　

８０歳の壁[実践編]

街とその不確かな壁　

汝、星のごとく　　　

くもをさがす　　　　

魔女と過ごした七日間

君のクイズ　　　　　

マンガ　ぼけ日和　　

変な絵　　　　　　　

成熟スイッチ　　　　

８０歳の壁　　　　　

８０歳の壁[実践編]

村上　春樹

凪良　ゆう

西　加奈子

東野　圭吾

小川　哲　

矢部　太郎

雨穴　　　

林　真理子

和田　秀樹

和田　秀樹

村上　春樹

凪良　ゆう

西　加奈子

東野　圭吾

小川　哲　

矢部　太郎

雨穴　　　

林　真理子

和田　秀樹

和田　秀樹

新潮社

講談社

河出書房新社

KADOKAWA

朝日新聞出版

かんき出版

双葉社

講談社

幻冬舎

幻冬舎

新潮社

講談社

河出書房新社

KADOKAWA

朝日新聞出版

かんき出版

双葉社

講談社

幻冬舎

幻冬舎

　小さい頃のわが子にもう一

度会いたい…。そんなふうに思

ったことはありませんか?

　子供はいつか自分の手を離

れて巣立っていきます。そんな

時に、自分がしてきた子育て

に後悔に似た気持ちを持つ人

も多いのではないでしょうか?

でも、子育ては宝物のような

時間だったのだと勇気づけてくれるのがこの本です。

子育てに奮闘中の人はもちろん、子育てが一段落した

人にもぜひ読んでほしい一冊です。

『きのうのあなたと手をつなぐ』
わさび/著　みらいパブリッシング

蓮
田
の
雨
に
は
雨
の
葉
を
広
げ

父
の
背
を
尺
取
り
虫
の
計
り
を
り

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ム
ー
ン
猪
は
ぬ
た
を
打
ち

桑
の
実
の
熟
れ
て
ひ
つ
そ
り
母
の
里

梅
雨
晴
間
た
だ
そ
れ
だ
け
で
嬉
し
く
て

空
と
同
じ
色
あ
り
に
け
り
時
計
草

蟻
を
見
る
ま
ち
が
い
探
し
見
る
や
う
に

千
枚
の
青
田
を
巡
る
天
の
水

城
戸
　
杉
生

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

出
羽
智
香
子

射
場
　
典
子

岡
本
美
恵
子

宮
内
　
信
子

山
本
　
陽
子

う
ぐ
い
す
の
声
に
さ
そ
わ
れ
庭
に
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
茶
が
わ
く
ま
で
鳴
き
声
ま
ね
る稗

田
　
満
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

冬
眠
か
ら
目
覚
め
る　

生
き
も
の
た
ち

一
気
に
に
ぎ
や
か
に
な
る

た
く
さ
ん
の
色
で

町
が
包
ま
れ
る

夜
空
に
咲
く　

多
く
の
花
火

わ
っ
と
人
を
引
き
寄
せ
る

た
く
さ
ん
の
光
で

町
が
包
ま
れ
る

夕
暮
れ
に
始
ま
る　

大
合
唱

わ
れ
よ
わ
れ
よ
と　

泣
き
叫
ぶ

た
く
さ
ん
の
声
で

町
が
包
ま
れ
る

し
ん
し
ん
と
降
る　

白
い
粉

し
ず
か
な
町
で　

春
を
待
つ

た
く
さ
ん
の
雪
で

町
が
包
ま
れ
る

『
四
季
』

岩
田
小
学
校 

５
年 

樫
本　

怜
亜
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「文化の香りたかい町」を未来につなごう
　上富田町は、偉大なる文化人を多く輩出しています。

それも不思議と明治から昭和にかけての時期に活躍さ

れています。

　たとえば、明治１１年（1878）生まれの宇井縫蔵は有

名な植物学者であり地方史の研

究でも業績を残しています。出身

は岩田村で、もとは滝浪縫蔵とい

い滝浪初右衛門の二男でした。宇

井可道の娘の婿養子となって宇

井縫蔵となりました。南方熊楠と

は紀州の植物について絶えず連

絡をとっていたとのことです。　

　明治２１年（1888）に生まれた

樫山嘉一は岡の出身で植物学者でした。南方熊楠を

師と仰ぎ、植物だけでなく多彩な研究に取り組みまし

た。八上神社の森で県内で初めて「ヤツシロラン」を発

見したのが樫山嘉一だったということです。

　稲田米花は明治２３年（1890）生まれ、岩田出身の

画家です。本名は登（みのる）、

岩田高等小学校修了後、郷土

の漢学者谷本三山に入門して

いますが、明治４１年には海南

市の南画家青木梅岳の門に入

り本格的な南画の修行に励み

ます。雅号を米花と称したのは

昭和３年以降で、それまでは梅

嶂と名乗っていました。

　昭和３４年５月１日発行の広報「上とんだ」に「県下

美術界の元老稲田米花氏訪問記」という記事で、「何

と言っても米花さんの名を一躍有名ならしめたのは昭

和４年の帝展（今の日展の前身）入選であった。これは

那智の滝を描いた一大力作であって…」と紹介してい

ます。

  ただ、帝展の入選は昭和８年のことでした。この入選

した「那智月夜見ノ滝之図」は那智青岸渡寺へ寄進さ

れています。

　岩中徳次郎も画家で、明治３２年（1897）生まれの

岩田出身です。抽象絵画で有名です。

　幼少の頃は岩田で過ごし、大正６年（1917）に大阪

府立天王寺師範学校を卒業、教員免許を取得し小学

校や高等女学校等で教員をしながら活動していまし

た。４７歳になってゼロから出直すことを考え６年余り

自給自足の生活を送ったということです。

　抽象絵画に転じたのは、昭和２７年（1952）５５歳の

時でした。

　この地方に俳句の種を蒔いたといっても過言ではな

いのは出羽里石で岩田出身です。里石は本名寛一で、

１６歳頃に俳句を

始めたそうです。出

羽里石は田辺で造

酢業を営んでいま

したが、昭和１４年

（1939）４０歳の

頃に岩田に戻り父

祖の業を継いで百姓を始めました。

　　　百姓となりて悔いなし芋の月　　里石

　里石の俳句は、はじめ高浜虚子（1874～1959）に師

事し「ホトトギス」に投稿しながら学びました。高浜虚

子は「客観写生」、「花鳥諷詠」を大事にしていました。

　その後、高野素十の俳誌「芹」の紀南支部を担当し

て素十との関係を深めていきます。その高野素十は昭

和３１年（1956）、里石５７歳の頃初めて岩田にやって

きました。

  里石の蒔いた種を大事に育てていったのが、岡出身

の射場秀太郎です。

　漢詩で有名な髙橋藍川は明治３９年（1906）生ま

れ、鮎川村加茂（現上富田町下鮎川）出身で、成道寺

の住職でした。５３歳になる昭

和３４年（1959）３月１５日発行

の町広報｢上とんだ｣に「詩誌刊

行二十年 髙橋藍川師訪問記」

という記事で、「…近隣で説教

師としての名をはせる一方…外

に漢詩作家としての藍川という

名は、むしろ遠く他府県で有名 

で、現代日本詩壇の巨頭として多くの門下生を擁し、一

方の旗頭として覇を唱へているのである」と紹介してい

ます。

　平成９年３月８日（土）・９日（日）には、文化会館竣

工記念事業として稲田米花・髙橋藍川回顧展が開催さ

れています。（主催：上富田町文化協会・上富田町教育

委員会）

　まだまだ紹介すべき方々がおられるでしょうが、今

回はこのあたりにしておきます。

　いろいろな縁で上富田町に暮らす私たち。郷土の歴

史や文化を学び、文化の香りたかい町を築いていきま

しょう。　　　 　　　　　　　　　    　　　（大谷）

　※町民憲章の一つに「生涯を通じて学び、視野を広め文化

　　の香りたかい町をつくります」と定められています。

宇井縫蔵著書

出羽里石　　高野素十

稲田米花

髙橋藍川
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稲葉根王子跡から一瀬王子跡を歩く

『上富田町郷土資料館』の紹介 ⑯車長持・氏子札・草履 展

　今回、世界遺産稲葉根王子跡から一
いちのせ

瀬王子跡まで

を探索コースの案内板に沿って歩きました。

　稲葉根王子跡の下流にかかる潜水橋（沈下橋）を

渡り対岸に向か

います。この橋

は、増水しても流

されないよう欄

干がなく水中に

潜るようになっ

ていて、幅員も

狭い橋です。昔360㏄の軽トラックでこの橋を通った

ことがありましたが、今の車では通ることが困難で

しょう。歩くだけでも怖いと感じます。

　橋を渡り対岸に進むと水田を横切ります。ここから

興禅寺までは山裾を歩く上りのコースで、道中には神

社や祠を多く見ることができます。

　さて、興禅寺は別名「だるま寺」と呼ばれていて、白

いだるま座像は日本一の大きさを誇り、遠く稲葉根

王子跡からでも確認できます。また、庭園がきれいな

お寺です。稲葉根王子跡からは約2.8㎞、６０分もあ

れば到着です。庭園が手入れされていて、春の花や秋

の紅葉の時期はとてもきれいです。

　興禅寺から一瀬王子跡までは下りと平坦なコースに

なり歩くのは楽です。少しコースはそれますが、１０分

もしない間に室町幕府の奉公衆であった山本氏の城

館といわれる坂本付城跡（説明板のみ）に着きます。

いにしえの時代には、対岸に山本氏の本城である龍松

山城も見えたことでしょう。

　コースを富田川堤防沿いに

進めます。対岸から突き出た

山を削り、川の流れを変えた

工事（川替え跡）が確認でき

ます。川替え工事は山本氏の

関連遺跡の一つです。ここか

ら到着地の一瀬王子跡には大

きな楠を目指して進みます。

興禅寺からは約1.5㎞、３０分

もあれば到着します。

　ちなみにこのコースには、南紀熊野ジオパークに指

定されているジオサイトとして ①富田川の潜水橋 ②

市ノ瀬の河岸段丘 ③富田川の川替え跡 ④一瀬王子

跡を見ることができます。なお、町内には ⑤田中神

社の森 ⑥救馬渓 ⑦下鮎川の河岸段丘 ⑧彦五郎堤防

と合わせると８カ所のジオサイトがあります。 （家髙）

　今回は、釜について少しお話しします。

　今は炊飯器などで簡単にご飯が炊けますが、それま

では薪を燃やして火をおこし、

釜を使ってご飯を炊いていまし

た。そのため、各家庭では必ず

釜を乗せる「かまど」という台が

設置され、薪を常に準備してお

かなければなりませんでした。

　また、火をおこすために３０

㎝ぐらいのヒフキダケ(火吹竹) 

と呼ばれる竹の筒を用意し、吹

いて空気を送り、火をおこしや

すいようにしていました。このヒフキダケはかまどだけ

でなく、風呂たきなどでも使われました。

　炊飯は今ではスイッチひとつで予約、炊飯、保温と

自動的にやってくれますが、昔は火をおこし、炊きあげ

るまで世話をしなくてはならず大変な労力であったと

思います。

　ちなみに、電気釜（自動炊飯器）の登場は1955年だ

そうで、日本の発明です。

　朝来地区にお住いの谷地さんより、木の車輪付きの

大きな車長持と神社から氏子になったしるしにもらう

氏子札６枚、殿さまが履いたと伝わってきている草履

を郷土資料館にご寄贈いただきました。

　今回、それらの現物を５月よりロビー展示していま

す。（車長持は写真での展示となります。）

　どれも珍しい物なので、この機会に是非ご覧ください。

期 ６月３０日㊎まで

　  午前8時30分～午後5時15分(平日)

場 上富田文化会館　１階ロビー

問 教育委員会事務局　 ☎４７－５９３０

富田川にかかる潜水橋

一瀬王子跡

釜とヒフキダケ
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相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
・
学
校
・
稚
園
・

保
育
所
等
か
ら
の
ご
相
談
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

受 

平
日
９
時
～
17
時

(

土
日
祝
・
年
末
年
始
12
月
30

日
～
１
月
３
日
休
み)

問 

西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
‐
１

白
浜
町
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
１
階

　
電
話
相
談
、
来
所
相
談
（
要

予
約
）、
訪
問
相
談
（
要
予
約
）

☎
４
２
‐
５
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
２
‐
５
５
１
６

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

使
用
促
進　

-

お
知
ら
せ-

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
、
１
か
月
の
自
己

負
担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対

象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保

険
財
政
の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
強
制
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　
和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
国
が
設

置
す
る
公
的
な
相
談
窓
口
で

す
。

　
円
滑
な
事
業
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
承
継
を
支
援
し
ま
す
。

　「
後
継
者
が
い
な
い
！
」「
誰

か
に
引
き
継
い
で
も
ら
い
た

い
！
」「
子
ど
も
が
後
を
引
き

継
い
で
く
れ
る
ら
し
い
！
」「
従

業
員
に
会
社
を
任
せ
た
い
！
」

「
新
分
野
へ
の
進
出
を
検
討
し

た
い
！
」
な
ど
の
ご
相
談
が
あ

れ
ば
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

問 

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
９
９
‐
５
２
２
１

 

・
児
童
虐
待
や
虐
待
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
の
対
応

 

・
養
育
困
難
や
育
児
不
安
な
ど

の
親
子
関
係
へ
対
応

 

・
里
親
制
度
や
養
子
縁
組
制
度

な
ど
の
社
会
的
養
護
の
相
談

 

・
障
害
児
や
発
達
障
害
児
な
ど

の
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児

童
の
相
談

・
学
校
で
の

い
じ
め
や
不

登
校

な
ど
の
学
習
・

生
活
上
の
問

題
の
相
談

・
児
童
福
祉

施
設
や
そ
の

他
関
係
機
関

と
の
連
携
・

紹
介

(

相
談
無
料
・

秘
密
厳
守)

子
ど
も
・
家

庭
・
地
域
の

方
か
ら
の
ご

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
県
下
で
２
例
目

と
な
る
「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
里
親
、
放
課
後
等
デ
イ
、
学
童
保
育
、
学
習
支
援
、
生
活
支
援
、
福

祉
食
堂(

子
ど
も
食
堂)
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
の
居
場
所
作
り
、
自
然

体
験
教
室
や
キ
ャ
ン
プ
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
保
護
、
養
育
、
教

育
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
児
童
や
家
庭
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

持
っ
た
職
員
が
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
や
援
助
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

く
ま
の
っ
子
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　
― 

ご
案
内 

―

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

事
業
承
継
の
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
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田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

推
進
標
語

  

『
意
志
つ
な
ぐ

　
　 

　
連
携
プ
レ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
事
故
防
ぐ
』

■
危
険
物
と
は

　
消
防
法
で
は
、 

ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
軽
油
、
シ
ン
ナ
ー
、
オ
イ

ル
お
よ
び
油
性
塗
料
な
ど
を
「
危

険
物｣ 

と
し
て
指
定
し
て
お
り
、

一
定
数
量
以
上
の
危
険
物
は
、

要
件
を
満
た
す
危
険
物
施
設
以

外
の
場
所
で
は
貯
蔵
し
た
り
、

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
危
険
性
に
つ
い
て

　
危
険
物
の
中
で
も
ガ
ソ
リ
ン

や
シ
ン
ナ
ー
は
特
に
危
険
で
、

引
火
点
が
常
温
よ
り
も
低
い
た

め
、
引
火
性
が
強
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
火
源 

（
静
電
気
、
衝
撃

の
火
花
な
ど
）
で
も
容
易
に
着

火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

■
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　

  

で
の
注
意
点

　
給
油
前
に
は
必
ず 

「
静
電
気
除

去
シ
ー
ト
」
に
触
れ
て
か
ら
給

油
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
利

用
客
が
自
ら
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油

を
携
行
缶
に
注
入
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員

に
注
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■
携
行
缶
の
扱
い
方

①
静
電
気
や
火
の
気
が
あ
る
と

こ
ろ
は
避
け
る
こ
と
。

②
風
通
し
が
よ
く
、
日
光
が
当
た

ら
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
こ
と
。

③
多
量
に
保
管
し
な
い
こ
と
。

④
危
険
物
の
種
類
に
応
じ
た
容

器
に
保
管
す
る
こ
と
。

⑤
蓋
を
し
っ
か
り
閉
め
る
こ
と
。

⑥
給
油
す
る
時
は
、
機
械
等
を

停
止
さ
せ
、
携
行
缶
の
エ
ア

抜
き
を
行
な
う
こ
と
。

■
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入

さ
れ
る
方
へ

　
ガ
ソ
リ
ン
の
適
正
な
使
用
の

徹
底
の
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
を
携

行
缶
で
購
入
す
る
際
、
本
人
確

認
（
運
転
免
許
証
の
提
示
な

ど
）、
使
用
目
的
の
確
認
を
行

う
こ
と
が
消
防
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
緊
急
時
（
火
災
・
救
急
・
救
助
）
は
、

局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

　
　
申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
4
月
分
）

下
鮎
川

朝

来

朝

来
岡

岩

田

岩

田

南
田
　
雅
子

小
山
　
實

鳥
居
幸
太
郎

森
　

一

畠
中
　
秋
一

宮
本
　
光
代

90
歳

74
歳

91
歳

81
歳

90
歳

73
歳

（
吉
人
・
美
保
）

（
大
介
・
麻
倫
子
）

（
和
大
・
恵
里
）

（
真
成
人
・
希
良
莉
）

（
幸
太
・
理
穂
）

（
大
地
・
ほ
の
か
）

（
祥
央
・
さ
ち
）　

南
紀
の
台

朝

来

市
ノ
瀬

岩

田

上
富
田
町

朝

来

市
ノ
瀬

瀧た
き
も
と本

　
莉り
な奈

や
ぶ

　
　
心こ
は
る春

濱は
ま
ぐ
ち口

　
颯そ
ら来

藤ふ
じ
も
と本

　
珠じ
ゅ
な那

下し
も
に
し西

　
楓ふ
う
ご梧

杉す
ぎ
わ
か

　
叶か
ん
な菜

山や
ま
も
と本

　
　
迪み
ち

上富田町の人口と世帯数
令和5年 4月末現在

前月比
総 数 15,680人 +19

男 性 7,509 +10

女 性 8,171 +9

世帯数 7,470 +24

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

６
月
12
日
㊊

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局企

画
産
業
課
　

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

６
月
20
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 
西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

町
県
民
税
（
住
民
税
）

税
額
決
定
通
知
‐
ご
案
内
‐

◆
税
目
　
　

　
町
県
民
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
６
月
30
日
㊎

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
班（

⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

　
６
月
中
頃
、
令
和
５
年
度
町

県
民
税
（
住
民
税
）
の
課
税
対

象
者
へ
税
額
決
定
通
知
を
発
送

し
ま
す
。

　
お
手
元
へ
届
き
ま
し
た
ら
確

認
し
、
納
税
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
非
課
税
の
方
へ
は
税
額
決
定

通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問 

税
務
課 

収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
４
日
㊐
か
ら
10
日
㊏
ま

で
の
一
週
間
は
危
険
物
安
全
週

間
で
す
。

田辺市消防本部
YouTube 公式チャンネル
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.664

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

住まいが災害などで被害を受けたときは、写真で被害状況を記録しましょう
｜ り災証明書 （写真の撮り方） ｜

家の外の写真の撮り方 家の中の写真の撮り方

災害などで住まいが被害を受けたときは、片付けや修理をする前に家の被害状況を撮影し、保存しておきましょう。
各種支援制度の利用や「り災証明書」の申請の際、また保険会社への損害保険金の請求の際に役立ちます。

●カメラ・スマホなどでなるべく４方向から撮る
ようにしましょう。
●浸水した場合は、浸水の深さがわかるように
撮りましょう。
※メジャーなどをあてて「引き」と「寄り」の写真
を撮ると、被害の大きさが良くわかります。

●家の中の被害状況写真は、
　①被災した部屋ごとの全景写真
　②被害箇所の「寄り」の写真を撮影しましょう。
＜想定される撮影箇所＞
　内壁、床、窓、出入口、サッシ、襖、障子、システムキッチン、
洗面台、便器、ユニットバス　など

　
役
場
庁
舎
内
に
証
明
書
自
動

交
付
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑

登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と

同
じ
機
器
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
一
度
操
作
を
覚
え
る
と
、

コ
ン
ビ
ニ
等
で
も
安
心
し
て
証

明
書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
操
作
方
法
が
わ
か
ら
な

い
方
は
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

◆
設
置
場
所

　
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
（
①
番
窓
口
）

◆
利
用
時
間

　
役
場
開
庁
時
の
み
利
用
で
き

ま
す
。

　
時
間
外
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
（
６
時
30
分
～
23
時
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
も
の

 

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利

　
用
者
用
電
子
証
明
書
付
き
）

 

・
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号

時 

６
月
25
日
㊐
　

　
９
時
～
正
午
・
13
時
～
16
時

【
夜
間
】

　
６
月
１
・
８
・
15
・
22
・
29
日

　
毎
週
木
曜
日
　
19
時
ま
で

場 

役
場
特
設
窓
口

　（
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
）

※
住
所
異
動
の
手
続
き
や
住
民

票
・
戸
籍
等
の
発
行
は
行
え

ま
せ
ん
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
申
込
み
に
は
、
令
和
５
年
２

月
末
ま
で
に
申
請
し
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、
９
月
末
よ

り
も
早
く
申
し
込
み

を
締
め
切
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
と

ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
は

お
早
め
に
♪

問 【カード】住民課　住民・環境班

　  【ポイント】振興課　企画・商工観光班

　  ☎４７- ０５５０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
な
ら
証
明
書
自
動

交
付
機
が
便
利
で
す

申
請
書
記
入
不
要

　

受
け
取
り
が
ス
ム
ー
ズ
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

休
日
・
夜
間
窓
口

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
込
期
限
：
令
和
５
年
９
月
末

マイナンバーカードで証明書を取得
証明書自動交付機

【手数料】１通２００円
・住民票の写し（本人・同一世帯員）
・印鑑登録証明書（本人）

－ 取得できる証明書 －


